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第
三
（
聖
浄
二
門
）

�

　
或
る
人
、
上
人
の
申
さ

せ
給
う
御
念
仏
は
念
々
ご

と
に
仏
の
御
心
に
、
か
な

い
候
う
ら
ん
な
ど
申
し
け

る
を
、
い
か
な
れ
ば
と
、
上

人
か
え
し
、
問
わ
れ
け
れ

ば
、」
智
者
に
て
、
お
わ
し

ま
せ
ば
、
名
号
の
功
徳
を

も
く
わ
し
く
し
ろ
し
め
し
、

本
願
の
様
を
も
あ
き
ら
か

に
、
御
心
得
た
る
ゆ
え
に

と
、
申
し
け
る
と
き
、
汝
本

願
を
信
ず
る
事
、
ま
だ
し

か
り
け
り
。」
弥
陀
如
来
の

本
願
の
名
号
は
、
木
こ
り
、

草
か
り
、
菜
つ
み
、
水
く

む
、
た
ぐ
い
ご
と
き
も
の

法
然
上
人
の
こ
と
ば

平成八年度法事年回表

                  

念
仏
講

　
法
然
上
人
の
御
命
日
に
寺
の
本
堂
に
て

お
経
を
あ
げ
念
仏
を
唱
え
て
上
人
を
忍
ぶ

と
と
も
に
、
お
念
仏
に
精
進
さ
せ
て
い
た

だ
く
講
中
で
、
浄
土
宗
の
寺
院
で
は
古
く

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
二
十
五
日
午
前
十
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　（
変
更
の
場
合
あ
り
）

　
　
　
　
十
四
日
会

　
毎
月
十
四
日
（
八
月
は
お
休
み
）
午
後
七

時
よ
り
本
堂
に
て
お
経
の
練
習
と
お
念
仏

の
会
で
す
。
十
四
日
会
は
浄
土
宗
開
宗
の

日
（
三
月
十
四
日
）
と
善
導
大
師
の
御
命
日

（
三
月
十
四
日
）
に
ち
な
ん
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
浄
土
宗
の
歴
史
や
教
義
、
お
経
の
解
釈
、

な
ど
も
し
て
い
ま
す
。…

…
…
…
…

　　浄土宗新聞浄土宗新聞浄土宗新聞浄土宗新聞浄土宗新聞を読みましょう
毎月1日発行　紙面12ページ　1部年間購読料　1.440円
ご自宅へ直送します。　　　　　　　　　　　（送料込み）

お申し込みはハガキに住所、氏名　年齢、電話番号、
菩提寺名を書いて次のところへどうぞ
購読開始号（　）月号から希望するかも記入してください。
〒105　東京都港区芝公園4-7-4　浄土宗東京事務所内　
　　浄土宗新聞編集室

大本山善導寺開基800年大法要
　　　平成8年10月16日～20日

　ひろさちや先生講演会　ひ　
　演題「わがふるさと浄土」
　　平成8年10月 17日午後3時より
大本山　善導寺（久留米市善導寺町）にて
主　催　九州ブロック浄土宗青年会

会　費　無　料（どなたでも参加できます）

法要の期間中は耳納ちんぜいまつり
も併せておこなわれ、善導寺の内外
で多彩な催しがおこなわれます。
大楠ステージ、ライトアップ、雅楽、
箏曲、詠唱、1200メートルの世界一の
大数珠繰り、等々

の
、
内
外
と
も
に
、
か
け

て
、
一
文
不
通
な
る
が
、
と

な
う
れ
ば
、
必
ず
う
ま
る

と
信
じ
て
、
真
実
に
ね
が

い
て
、
常
に
念
仏
申
す
を
、

最
上
の
機
と
す
。」
も
し
知

恵
を
も
ち
て
、
生
死
を
は

な
る
べ
く
ば
、
源
空
い
か

で
か
、
か
の
聖
道
門
を
す

て
て
、
こ
の
浄
土
門
に
、
趣

く
べ
き
や
。」
聖
道
門
の
修

行
は
、
知
恵
を
き
わ
め
て
、

生
死
を
は
な
れ
、
浄
土
門

の
修
行
は
、
愚
痴
に
か
え

り
て
、
極
楽
に
う
ま
る
と

知
る
べ
し
と
ぞ
、
仰
せ
ら

れ
け
る
。」

    

法
然
上
人
御
法
語
よ
り

（1）　　　　　　　　　　　　　香林（こうりん）　　　　　　　　　　　　　平成8年9月1日

　
一
周
忌
　
　
平
成
七
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

　
　
　
三
回
忌
　
　
平
成
六
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

　
　
　
七
回
忌
　
　
平
成
二
年

　
　
十
三
回
忌
　
　
昭
和
五
十
九
年

　
　
十
七
回
忌
　
　
昭
和
五
十
五
年

　
二
十
五
回
忌
　
　
昭
和
四
十
七
年

　
三
十
三
回
忌
　
　
昭
和
三
十
九
年

　
　
五
十
回
忌
　
　
昭
和
二
十
二
年

　
　
　
　
詳
細
は
本
堂
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

（4）　　　　　　　　　　　　　香林（こうりん）　　　　　　　　　　　　　平成8年9月1日

浄
土
宗
の
教
え

　
阿
弥
陀
佛
の
平
等
の
お
慈
悲

を
信
じ
、「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
と

み
名
を
称
え
て
、
人
格
を
高
め
、

社
会
の
た
め
に
つ
く
し
、
明
る

い
安
ら
か
な
毎
日
を
送
り
、
お

浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
う

信
仰
で
す
。

　
お
釈
迦
様
が
お
説
き
に
な
っ

た
『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿

経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
浄
土
三
部

経
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
ま
す
。

浄
土
宗
の
時
間

　
あ
な
た
に
贈
る
ラ
ジ
オ
番
組

九
州
毎
日
放
送
　

日
曜
日
　
午
前
六
時
三
十
分
よ
り

文
化
放
送
　
　
　
　

日
曜
日
　
午
前
五
時
三
十
五
分
よ
り

中
部
日
本
放
送
　
　

日
曜
日
　
午
前
六
時
五
分
よ
り

毎
日
放
送
　
　
　
　

日
曜
日
　
午
前
五
時
三
十
五
分
よ
り



　
去
る
七
月
二
十
四.

二
十
五
日
の

両
日
、
大
本
山
善
導
寺
で
、
筑
後
浄

土
宗
青
年
会
主
催
の
よ
い
子
の
つ
ど

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
六
十
二
名
の

小
学
生
が
参
加
し
、
楽
し
い
な
か
に

も
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

そ
う
め
ん
流
し

（3）　　　　　　　　　　　　　香林（こうりん）　　　　　　　　　　　　　平成8年9月1日 （2）　　　　　　　　　　　　　香林（こうりん）　　　　　　　　　　　　　平成8年9月1日

日
本
語
の
中
の
仏
教

縁
　
起
（
え
ん
ぎ
）

　「
縁
起
が
悪
い
」
と
か
「
縁
起
直
し
」

「
縁
起
物
」
な
ど
吉
凶
の
前
兆
を
「
縁

起
」
と
考
え
る
こ
と
が
、
今
日
の
常
識

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
元
来
、
縁
起
と
は
因
縁
生

起
の
略
で
、
す
べ
て
の
現
象
は
、
あ
る

原
因
に
こ
れ
を
助
け
る
縁
（
条
件
）
が

作
用
し
て
起
こ
る
も
の
で
、
孤
立
し

て
存
在
す
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
と

い
う
真
理
を
指
す
。
そ
こ
か
ら
派
生

し
、
あ
る
事
が
幸
不
幸
を
つ
く
り
出

す
原
因
や
条
件
の
よ
う
に
ひ
と
り
ぎ

め
し
て
、
縁
起
の
善
悪
と
す
る
迷
信

的
な
用
語
に
転
じ
た
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
関
西
な
ど
で
「
縁
起
」
を

「
げ
ん
」
と
い
う
の
が
、「
え
ん
ぎ
」
を

逆
に
し
た
「
ぎ
え
ん
」
と
い
う
軽
口
が

つ
ま
っ
た
も
の
ら
し
い
。

大
本
山
善
導
寺
開
基
八
百
年
法
要
（
十
月
十
六
日
〜
二
十
日
）

ほ
ん
と
う
に
生
き
ん
が
た
め
に
今
こ

の
食
を
頂
き
ま
す
。（
食
作
法
）

十
六
日
　
午
前
　
十
時
よ
り
　
法
　
話

　
　
　
　
　
　
十
一
時
よ
り
　
開
白
法
要
　
法
主
　
籐
堂
　
俊
章
台
下

　
　
　
　
正
　
　
午
　
よ
り
　
献
茶
式
　
江
戸
千
家
　
結
城
　
宗
澄

　
　
　
　
午
後
　
一
時
よ
り
　
法
　
話

　
　
　
　
　
　
　
二
時
よ
り
　
逮
夜
法
要

　
　
　
　
　
　
　
三
時
よ
り
　
大
楠
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
七
時
よ
り
　
大
楠
ス
テ
ー
ジ
点
灯
式
、
声
明
、
雅
楽
、
箏
曲

十
七
日
　
午
前
　
十
時
よ
り
　
法
　
話

　
　
　
　
　
　
十
一
時
よ
り
　
日
中
法
要
　
浄
土
門
主
知
恩
院
門
跡
猊
下

　
　
　
　
正
　
　
午
　
よ
り
　
献
華
式
　
家
元
池
坊
　
野
田
　
文
子

　
　
　
　
午
後
　
一
時
よ
り
　
法
　
話

　
　
　
　
　
　
　
三
時
よ
り
　
ひ
ろ
さ
ち
や
先
生
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
七
時
よ
り
　
大
楠
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

十
八
日
　
午
前
　
十
時
よ
り
　
法
　
話

　
　
　
　
　
　
十
一
時
よ
り
　
日
中
法
要
　
大
本
山
増
上
寺
法
主
台
下

　
　
　
　
正
　
　
午
　
よ
り
　
大
楠
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
午
後
　
一
時
よ
り
　
法
　
話

　
　
　
　
　
　
　
二
時
よ
り
　
逮
夜
法
要

　
　
　
　
　
　
　
三
時
よ
り
　
大
楠
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
七
時
よ
り
　
大
楠
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

十
九
日
　
午
前
九
時
半
よ
り
　
詠
唱
開
白
法
要

　
　
　
　
正
　
　
午
　
よ
り
　
箏
曲
奉
納

　
　
　
　
午
後
　
三
時
よ
り
　
庭
儀
式
、
稚
児
行
列
、
吉
祥
太
鼓
、
総
踊
り

　
　
　
　
　
　
三
時
半
よ
り
　
善
導
寺
町
世
界
一
大
数
珠
繰
り

　
　
　
　
　
　
　
四
時
よ
り
　
大
楠
ス
テ
ー
ジ
、
声
明
、
雅
楽
、
箏
曲
、
太
鼓

二
十
日
　
結
願
法
要
、
賢
順
忌
（
箏
曲
）,

相
撲
大
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　

本
堂
で
お
勤
め

　
仏
事
の
Ｑ
＆
Ａ

　
仏
事
の
Ｑ
＆
Ａ

た
た

Ｑ
　
Ｑ
　
祟
り
と
い
う
の
は
本
当
に
あ

る
の
で
す
か
？

ＡＡ
一
神
教
と
か
多
神
教
と
い
っ
た
、

神
を
崇
拝
の
対
象
と
す
る
宗
教
に
お

い
て
は
、
そ
の
神
の
意
志
に
反
し
た

行
動
を
し
た
場
合
、
当
然
神
の
怒
り

に
あ
っ
て
罰
を
与
え
ら
れ
る
、
と
信

じ
、
こ
れ
を
祟
り
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
仏
教
に
お
い
て
は
、
あ

く
ま
で
自
業
自
得
と
い
っ
て
、
す
べ

て
の
結
果
は
自
分
自
身
の
原
因
と
し

て
の
行
為
に
よ
っ
て
決
定
す
る
と
教

え
て
い
ま
す
か
ら
、
他
の
何
者
か
に

よ
っ
て
罰
を
与
え
ら
れ
る
と
い
っ
た

考
え
方
は
し
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
神
道
で
は
祟
り
を

問
題
に
し
て
い
ま
す
が
、
少
な
く
と

も
仏
教
に
お
い
て
は
、
因
縁
と
、
善
因

善
果
・
悪
因
悪
果
の
立
場
か
ら
す
べ

て
を
説
明
し
て
い
る
の
で
、
祟
り
の

思
想
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。食

前
の
こ
と
ば

ほ
ん
と
う
に
生
き
ん
が
た
め
に
今
こ
の

食
を
頂
き
ま
す
。

与
え
ら
れ
た
る
天
地
の
恵
み
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

南
無
阿
弥
陀
佛
、
頂
き
ま
す
。

食
後
の
こ
と
ば

わ
れ
食
を
終
わ
り
て
、心
豊
か
に
ち
か

ら
身
に
み
つ

お
の
が
つ
と
め
に
い
そ
し
み
誓
っ
て
ご

恩
に
報
い
た
て
ま
つ
ら
ん
。

十
念
　
ご
ち
そ
う
さ
ま

佛
さ
ま
の
絵
描
き

す
い
か
わ
り

よ
い
子
の
つ
ど
い

善
導
寺
の
ご
本
尊

本
堂
の
出
入
り
は
合
掌
し
て


